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Marist大 学 教 授
ア メ リ カ に お け るe-60vernmentとe-Learningの 現 状
講演記録
今 回 、2002年 度 の 明 治 大 学 国 際 交 流 基 金 事 業 の 一 環 と し て ニ ュ ー ヨ
ー ク 郊 外 に あ るMaristCollegeか ら ドナ ル ドJ .カ リ ス タ 教 授 を 招 聰 し た 。
カ リス タ 氏 は2002年10月3日 に 来 日 し 、10月20日 ま で 東 京 に 滞 在 し た 。
簡 単 に カ リ ス タ 教 授 に つ い て 紹 介 し て お き た い と思 う。 カ リ ス タ 教 授 は 現
在 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 郊 外 に あ る マ リス タ 大 学 で 行 政 学 を 担 当 し て い る。 こ の
大 学 に は 公 共 政 策 大 学 院 が 付 置 さ れ て い る が 、 そ の 所 長 で も あ る 。 教 授 は 、
ニ ュ ー ヨ ー ク の ブ ル ッ ク リ ン 生 ま れ で あ る 。 地 元 の 大 学 を 終 え た あ と 、 ミ ズ
リー 州 の ワ シ ン トン 大 学 で 修 士 課 程 を 修 了 し 、 サ ラ トガ 大 学 で 教 育 博 士 号 を
取 得 し て い る 。 カ リス タ 氏 は 久 し く 、 教 育 行 政 を 専 門 と し て き た が 、 近 年 は
政 策 実 施 や 遠 隔 事 業 な ど 、 窓 口 の 広 い 仕 事 を し て い る 。 政 策 実 施 と 遠 隔 教 育
に つ い て は 、 す で に 引 用 さ れ る こ と の 多 い 著 書 を 公 表 さ れ て い る 。1989～
1990年 に は フ ル ブ ラ イ ト研 究 奨 学 金 を一受 け ら れ 、 広 島 大 学 で ア メ リ カ 行 政
学 の 展 開 を テ ー マ に1年 間 に わ だ っ て 講 義 を 行 な っ た 。 ま た 、 明 治 大 学 に は
1993年6月 か ら1ヶ 月 滞 在 し、 政 策 実 施 に つ い て 都 合 、4回 、 講i演を し た
経 験 が あ る 。
指 摘 す る ま で も な い が 、 こ れ か らの 時 代 、KITが 社 会 形 成 の 上 で 重 要 な キ
ー 概 念 に な る 。 知 識(Knowledge)、 創 造(Innovation)、 そ れ に 技 術
(Technology)であ る 。 こ れ ら3つ の 要 件 を 支 え る の は 、 革 新 性 の 高 い 教
育 で あ る 。 な か で も 、e・L.ea.rningはコ ン ピ ュ ー タ ー 時 代 を 代 表 す る未 来 志
向 型 の 教 育 形 態 で あ る 。 た だ 、 残 念 な が ら 日本 の 場 合 、 こ と に 社 会 科 学 の 分
野 で は 電 子 教 育 の 普 及 は ま だ ま だ で あ る 。 ハ ー ド面 で の 充 実 は と も か く 、 ソ
フ ト面 の 開 発 が 進 ん で い な い 。 今 回 、 カ リ ス タ 教 授 を 招 聰 し た の は 、 ま さ に
こ の 点 に あ る 。
カ リ ス タ 教 授 は す で に 、 行 政 学 の 授 業 を 電 子 し 、 コ ン ピ ュ ー タ ー を 駆 使 し
た 講 座 を 展 開 中 で あ る 。 受 講 者 は ア メ リ カ 全 土 の ほ か 、 ア フ リカ 大 陸 に も及
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ん で い る。 授 業 は、 は じめに シ ラバ ス を公 開 し、 それ に沿 って教授 と学 生 が
コン ピュー ター上で 一対 一 で会話 を進 め る形式 を採 用 してい る。 授 業 の数 日
前 に教授 が学生 に宿題 を あた え、それ に学 生が解 答 を 寄せ る。 それ に教 授 が
添 削す る とい う方法 を とる場 合 もある。 カ リス タ氏 に よる と、 そ うした ソフ
ト面 での 開発 に資金 は ほ とん どかか らなか った。 ところが 、受講 生 は コ ン ピ
ュー ター を介 しての授 業 は コス トが かか るはず と誤解 して い る。 そ のた め、
授 業 料 は一般 の講 義 よ りも高 く設 定す る こ とが で きる。 興味 あ る指摘 で あ っ
た。
た だ、 現在 、大 学 の外 でわ た く しが数名 の同 僚 と進 め てい る遠 隔授 業 の プ
ロジ ェク トでは 、授 業 の 中身 はわれ われ の 手 でつ くるが 、そ の コ ン ピュー タ
ー化 は専 門 の会社 に委託 す る とい う形 を とって い る。 専 門の 業者 が作 っ てき
た コ ンテ ンツ は、お よそ3つ のパ ター ンに類別 で き る。 一つ は 、カ リス タ氏
がや って い る よ うな文字 だ け の内容 を もつ もの で あ る。 これ は、 同氏 が指摘
して い る よ うに比較 的、経 費 はか か らない。2つ 目は、それ にや や 手 を くわ
え授 業の 担 当者 を画 面 に と り込む 方 法 であ る。 これ も経 費 の面 で は問題 が少
ない が、 講師 は ある場 所 に固定 され る とい う難 点 があ る。動 い た り、板 書す
る と、画 面に は写 らない か らで あ る。3つ 目は、 われ われ のつ くった コ ンテ
ンツ を軸 に して、それ に関連 す る教材 を と り込む 方法 で ある。 これ は汎用性
が高 く、教材 と して最 も優 れ てい る。 ただ 、経 費 がか さむ とい う問題 が残 る。
いず れ に しろ、今 回の カ リス タ氏 の講演 が き っか けに な って 、われ わ れ も
同 じよ うな可能性 を探 る ことがで きた。 そ の点 で カ リス タ氏 の レクチ ャー は 、
大 きな意 義が あ った と言 い得 る。 カ リスタ氏 は 、2002年10月20日 に帰 国
され るまで 、学 内にお い て多数 の研 究者 と懇談 され 、 将来 、 大学院 レベ ル で
交 流 を進 めるた めの意 見交換 を行 なっ た。
カ リス タ氏 は本 学滞 在 中 に都 合 、3回 に わた っ て電 子 政府 や 電子授 業 に関
す る講 義 を行 なった。 第1回 目のセ ミナー は、10月10日 に 「ア メ リカに
お け る電子 政府 の現状 」 を主題 に開催 した。 そ の後 、10月16、17日 には
「ア メ リカ にお け る遠 隔教育 の実 情 と課題 」 をテー マ に講 演 を行 な った。第
1回 目は研 究者 、第2回 目(16日)は 、大 学院 学 生 と中心 と し、第3回 目
(17日)は 学 部学 生 を対象 に した講 演 に なっ た。3回 にわ た る講 演 と講義
で あ っ た が、 いずれ の場 合 に も参 加者 は 多数 に及 ん だ。 参加 者 数 は 、10A
10日が25名 、16日 はお よそ50名 、そ して17日 は行政 学 の授業 の 一部 と
して実施 した こ ともあっ て約350名 を越 えた。
日程 は以 下 の よ うに なった。
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第1回(10月10日)研 究者 対象
「アメ リカ にお け る電子 政府 の現状 」
講 演参加 者 市川宏 雄 、伊藤 剛 、西川 伸一 、 中村 昭雄 ほか25名 。
第2回(10月16日)大 学院 学 生対象
「ア メ リカにお け る遠 隔教育 の実 情 と課題 」
講 演参加 者 菊 池 端夫 、佐 々木一如 ほか50名 。
第3回(10月17日)学 部 学生 対象
「ア メ リカの遠 隔教育 の実際 」
講演参加 者 お よそ350名 。
第1回 目の講 演 は、 「電子政 府」をテ ー マ と した。 きわ め て専 門的 な 中身 の
講演 に なった。2回 目と3回 目は 、対象 が学 生 になった。 その こ ともあ って 、
カ リス タ氏 には あ らか じめ内容 を一般 向 きに変 え る相談 を して い た。 そ のせ
い に もよ るが、講 演 がお わ る と質 問が 多数 に及 ん だ。 講 演 者 もお どろ くほ ど
活発 な討論 がつ づ いた。
都 合 、3回 に及 ん だ レクチ ャー の うち、す で に触れ た 中身 とは異 な る課題
につ いて 、以下 に記 してお きたい と思 う。 講演 で カ リス タ氏は 、科 学 技 術 の
発 達 が政府活 動 に も大 きな影 響 を及 ぼ して きてい るこ とを く り返 し指摘 した。
アメ リカ の場 合 、 こ とに コン ピュー ター の発 達 は 、各 種 の行 政 サ ー ビス を進
化 させ る こ とに役 立 って いる。
例 を連 邦政府 に とる と、 ア メ リカ連 邦 政府 は 、FirstGovernmentと呼
ばれ る公 式 の ホー ムペ ー ジを公開 してい る。 この サイ トには 、確 定 申告 か ら
職 探 し、 それ に外交 問題 な ど、政府 の 関与 す る ほ とん どの 活動 が順 序 よ く列
記 され て い る。 国 の内外 を問 わず 、 ア メ リカ連 邦 政府 に関 心 を もつ もの は、
それ らの項 目に障 害 な くア クセ スす る ことが で き る。 われ われ 日本 人 の 目に
も、 この連邦 政府 のサ イ トは実 に うま く作 られ てい る とい う印 象 を受 け る。
日本 政府 の公式HPと 比較 す る と、 わが 国 の ものは省 庁 タテ割 りにな って
い る。 そ のた め、1か 所 のサイ トです べ て の課題 が検 討 で き るシ ステ ム にな
って いな い。 た とえば、総務 省 のHPで 政策 評価 を探 す と、そ れ にた ど り着
くまで相 当数 の関 門 を通 らな けれ ばな らない。 これは 、総 務省 が 旧 自治省 、
郵 政省 、それ に総務 庁 か ら構 成 され る複合 体 に な って い るこ とに関係 が深 い。
この 点 、カ リス タ氏 の紹介 す るア メ リカ連 邦政 府 の現 状 か ら学 ぶべ き点 は多
い よ うに思 う。
カ リス タ氏 の指摘 す るよ うに、 日本 で もア メ リカ同様 、政府 や 自治 体 の コ
ン ピュー ター 化 が どん どん と進む。 少 な く とも、 「統 計 資料 」 と呼 ばれ る政
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府 情報 は 、 沖縄 で あれ 北海 道 で あれ 瞬 時に支 障 な く手 に入 れ る こ とがで き る
時代 がす で に は じまって い る。 と ころが、 それ で情報 化 時代 と錯 覚 して はな
らな い。 政府 ・自治体 で あれ 、企 業 で あれ 、一 旦 、将 来 の 戦略 な どに関 わ る
「政策 情 報」にな る と、 そ う した情 報 は これ か らも秘 密 に な る。 また 、公 開 さ
れ ず 、数 名 の政 策決 定 に関 わ る人 び とに情 報は集 中す る。 これ は 、情報 時代
の もつ陥 穽 で あ る。 情報 化 の時代 が、 す ぐにす べ ての政 府 情報 を公 開す るこ
とには な らない。
政府 活 動 を コン ピュー ター 化す るこ とが 、 どの程度 、民 主化 を促 進す るか
貴重 なテ ーゼ で あ る。 これ が 、今 回 の講 演 で重視 され た も う一つ の論 点で あ
る。 す で に触 れ た よ うに 、行 政 が コ ン ピュー ター化 され た ことに よって 、行
政 サー ビス は国 民の手 に届 きや す くな った のか も しれ な い。 しか し、現在 、
政府 が公 表 して い る資 料 は、 一般 に 「統 計 資料 」 と呼 ばれ るもので あ る。 こ
のデ ー タ に関す る限 り、 コン ピュー ター化 は政府 情報 を公 開す るこ とに貢 献
し、 その 点 で民 主化 して い る。 しか し、 あ る種 の 「政 策 情 報」 とよばれ るも
の は 、集 権化 し秘匿性 を増す 。 一般 に公 開 されず 、情報 操 作 を生み やす い土
壌 をつ くる。 情 報化 がす ぐに民 主化 に結び つか な い と思 われ る、理 由に他 な
らない。 カ リス タ氏 が数 回 の講 演 を通 じて教 え よ うと した 、重 要 な論点 で あ
る。
カ リス タ氏 は 、明治大 学 での仕 事 をお えた後 、10月20日 に ニ ュー ヨー ク
に も どっ た。本 学 に滞在 中、 カ リス タ氏 は国際 交流 セ ン ター の関係 者 と も数
回 に わた っ て会合 を もっ た。 本 学 が これ か らは じめる あた ら しい大学院 研 究
科 につ い て 、カ リス タ氏 には 国際 交流 とい う側 面 か ら後方 支援 をお願 いす る
ことに した。 その点 で もカ リス タ氏の 来訪 の意義 は大 きい。
以上
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